
る
こ
と
が
で
き
ま
す

④
中
国
地
区
外
の
公
立
図
書
館
お
よ
び
国
立

国
会
図
書
館
へ
貸
出
依
頼
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

も
ち
ろ
ん
、
図
書
館
資
料
と
し
て
購
入
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
所
蔵
し
て
い
な
い
資

料
に
つ
い
て
は
「
リ
ク
エ
ス
ト
」
資
料
と
し

て
受
け
付
け
、
で
き
る
限
り
皆
さ
ん
の
要
望

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
準
備
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
断
り
す
る
こ
と

も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
予
約
」、「
リ
ク
エ
ス
ト
」
に
つ
い
て
は
、

電
話
や
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ

し
、「
予
約
」、「
リ
ク
エ
ス
ト
」
で
き
る
資
料

は
図
書
の
み
と
な
り
ま
す
。

【
平
成
18
年
度
ベ
ス
ト
予
約（
一
般
書
）】

１
位
『
東
京
タ
ワ
ー
』
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン

キ
ー
／
２
位
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の

プ
リ
ン
ス
（
上
・
下
）』
Ｊ．

Ｋ．

ロ
ー
リ
ン

グ
／
３
位
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド

開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
！

７
月
１
日
（日）
か
ら
８
月
31
日
（金）
ま
で
の
平

日
に
限
り
、
本
館
の
開
館
時
間
を
午
後
７
時

ま
で
延
長
し
ま
す
。

土
曜
日
と
日
曜
日
は
通
常
ど
お
り
午
後
５

時
ま
で
と
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
利
用
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
を
上
手
に
活
用
し
て
み
よ
う
！

〈
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
〉

図
書
館
に
所
蔵
す
る
本
が
貸
出
中
の
場
合
、

「
予
約
」
を
し
て
お
く
と
、
本
が
返
却
さ
れ
た

ら
連
絡
を
差
し
上
げ
ま
す
。
読
み
た
い
本
が

あ
る
時
は
、
ぜ
ひ
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
読
み
た
い
本
が
図
書
館
に
な
か
っ

た
場
合
は
…

①
山
口
県
立
山
口
図
書
館
か
ら
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す

②
県
内
の
他
市
の
公
立
図
書
館
か
ら
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す

③
中
国
地
区
圏
内
の
公
立
図
書
館
か
ら
借
り

７／７（土）13：30～
せなけいこ
あかちゃんビデオ

「いやだいやだ」
（27分）

７／28（土）13：30～

「キテレツ大百科②」
キテレツ編１

（100分）

（
上
・
下
）』
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
／
４
位
『
国

家
の
品
格
』
藤
原
正
彦
／
５
位
『
陰
日
向
に

咲
く
』
劇
団
ひ
と
り

新
着
図
書
（
本
館
／
一
部
）

「
千
年
樹
」
荻
原
浩
、「
家
日
和
」
奥
田
英

朗
、「
月
島
慕
情
」
浅
田
次
郎
、「
棚
の
隅
」

連
城
三
紀
彦
、「
世
な
お
し
ト
ー
ク
あ
れ
こ
れ
」

美
輪
明
宏
、「
虚
構
―
堀
江
と
私
と
ラ
イ
ブ
ド

ア
―
」
宮
内
亮
治
、「
図
解
金
正
日
と
北
朝
鮮

問
題
」
福
田
恵
介
、「
宮
崎
で
生
ま
れ
た
改
革

の
波
は
、
そ
の
ま
ん
ま
〜
東
」
東
国
原
英
夫
、

「
昭
和
す
ぐ
れ
も
の
図
鑑
」
小
泉
和
子
、「
初

め
て
の
切
り
絵
」
小
宮
山
逢
邦
、「
せ
っ
け
ん

ね
ん
ど
で
作
る
香
り
の
花
」
香
月
あ
ず
さ
、

「
川
釣
り
仕
掛
け
大
全
」
西
野
弘
章
、「
あ
っ

た
か
麺
＋
ひ
ん
や
り
麺
」
井
上
由
香
理
、「
お

い
し
く
食
べ
る
山
野
草
」
吉
村
衛
、「
添
削
で

覚
え
る
俳
句
の
コ
ツ
１
１
０
」
辻
桃
子
、「
発

達
障
害
に
気
づ
い
て
・
育
て
る
完
全
ガ
イ
ド
」

黒
澤
礼
子
　
ほ
か

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
風
は
山
河
よ
り
④
・
⑤
」
宮
城
谷
昌
光
、

「
回
転
木
馬
」
柴
田
よ
し
き
、「
十
日
え
び
す
」

宇
江
佐
真
理
、「
こ
の
絵
本
が
好
き
！
２
０
０

７
年
版
」
別
冊
太
陽
編
集
部
、「
ヘ
ビ
く
ん
ど

う
な
っ
た
と
お
も
う
？
」
み
や
に
し
た
つ
や
、

「
フ
ェ
ア
リ
ー
・
レ
ル
ム
⑧
」
エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ

ダ
、「
ぼ
く
ら
の
妖
怪
封
じ
」
香
西
美
保

ほ
か

一瞬の風になれ
①～③

佐藤多佳子／著
講談社／出版

春野台高校陸上部。
とくに強豪でもないこの部に入部した
２人のスプリンター。ひたすらに走る、
そのことが次第に２人を変え、そして
部を変えることに…。思わず胸が熱く
なる、とびきりの陸上青春小説です。

日
置
と
油
谷
に
ま
た
が
る
雨
乞
山
（
標
高

３
４
７
ｍ
）
の
中
腹
に
広
大
な
台
地
が
あ
る
。

そ
こ
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
入
植
し
た

人
々
に
よ
っ
て
開
墾
さ
れ
、
現
在
は
畑
耕
作

地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
開
拓
に
よ
っ
て
遺

物
が
表
土
に
露
出
し
発
見
さ
れ
た
。

採
集
さ
れ
た
遺
物
は
、
縄
文
時
代
早
期
か

ら
前
期
に
か
け
て
の
縄
文
式
土
器
や
石
器
類

と
弥
生
時
代
中
期
頃
と
み
ら
れ
る
土
器
片
な

ど
で
あ
る
。

縄
文
式
土
器
は
、
撚
糸
文

よ
り
い
と
も
ん

土
器
を
は
じ
め

山
形
押
型
土
器
、
平
行
沈
線
文
土
器
、
楕
円

押
型
文
土
器
、
刺
突
文
土
器
、
貝
殻
条
痕
文

土
器
な
ど
の
破
片
約
60
点
で
あ
る
。

撚
糸
文
土
器
は
縄
文
時
代
の
代
表
的
な
も

の
で
、
関
東
地
方
で
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る

が
西
日
本
で
は
僅
少
例
と
さ
れ
、
器
の
口
唇

部
、
口
縁
部
、
胴
部
な
ど
に
繊
維
を
撚よ

っ
た

糸
状
の
も
の
を
押
し
つ
け
た
文
様
が
あ
る
。

こ
の
文
様
が
土
器
の
ど
の
部
分
に
つ
け
ら
れ

て
い
る
か
に
よ
り
年
代
や
地
域
等
を
分
析
す

る
の
で
あ
る
が
、
出
土
標
本
の
採
集
量
が
少

な
く
器
体
を
復
元
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と

か
ら
詳
細
に
分
析
さ
れ
ず
残
念
で
あ
る
。

石
器
類
は
、
槍
先
尖
頭
器
、
石
鏃
せ
き
ぞ
く

（
や
じ

り
）、
石
斧
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー
（
皮
剥
き
）、

小
石
刀
、
石
錐
な
ど
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
多

数
の
石
核
や
剥
片
が
あ
る
。

石
材
は
本
地
方
で
も
入
手
で
き
る
安
山
岩

や
玄
武
岩
、
砂
岩
な
ど
に
加
え
て
、
大
分
県

姫
島
や
佐
賀
県
伊
万
里
系
の
黒
曜
石
、
島
根

県
玉
造
産
と
み
ら
れ
る
瑪
瑙
め
の
う

な
ど
の
ほ
か
、

県
内
産
と
思
わ
れ
る
水
晶
や
滑
石
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
雨
乞
山
の
縄

文
人
が
原
石
の
入
手
先
を
県
内
は
も
ち
ろ

ん
、
九
州
や
中
国
地
方
の
各
地
ま
で
求
め
て

い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
そ
の
当
時
の
交

易
圏
の
広
さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

石
器
は
数
万
年
前
と
い
わ
れ
る
旧
石
器
時

代
か
ら
の
産
物
で
あ
り
、
人
間
が
初
め
て
使

用
し
た
道
具
で
あ
っ
た
が
、
鉄
が
出
現
し
た

弥
生
時
代
か
ら
徐
々
に
そ
の
使
用
頻
度
が
低

く
な
る
の
で
あ
る
。

雨
乞
台
遺
跡
か
ら
採
集
さ
れ
た
遺
物
は
、

長
門
市
に
お
い
て
人
間
活
動
の
痕
跡
が
残
る

最
古
の
物
で
あ
り
、
長
門
市
の
歴
史
を
語
る

上
で
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

雨
乞
台

あ

ま

ご

い

だ

い

遺
跡

い

せ

き

（
縄
文
時
代
前
期
・
後
期
）

雨乞台遺跡遠景

出土品（土器片・石器類）

雨乞台遺跡

海
上
保
安
庁
で
は
海
上
に
お
け
る
事
件
・
事

故
の
緊
急
通
報
用
電
話
番
号
と
し
て
、
警
察
の

１
１
０
番
や
消
防
の
１
１
９
番
の
よ
う
に
覚
え

や
す
い
局
番
な
し
３
桁
電
話
番
号
「
１
１
８
番
」

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・
海
難
人
身
事
故
に
遭
遇
・
目
撃
し
た

・
油
の
排
出
等
を
発
見
し
た

・
不
審
船
を
発
見
し
た

・
密
航
・
密
輸
事
犯
等
の
情
報
を
得
た
な
ど

こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
「
い
つ
」、「
ど
こ

で
」、「
な
に
が
あ
っ
た
」
な
ど
を
簡
潔
に
落
ち

着
い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

海
の
事
件
・
事
故
は
１
１
８
番

文
化
財
保
護
室
で
は
、
毎
月
15
日
号
広
報
の
「
な
が
と
の
歴
史
と
文
化
財
」
で
、
み
な
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
歴
史
や
文
化
財
、
民
俗
資
料
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。


